PYC News[9](November2015その２) 「RDIは今どうなってる？：本のこと」

前回ニューズレター「マインドフルネスの話(1)呼吸法」の話、出典を書き忘れました。

「最後は免疫力があなたを救う」堀泰典、安保徹共著／扶桑社

「免疫革命」安保徹著／講談社インターナショナル　

でした。要は、多くの病気が交感神経が過剰に優位になるために起こる、たとえばぜんそく、アトピーの子供さんはストレスに反応して交感神経が優位になりがちである。鼻呼吸で息をすい、ゆっくりと口から吐けば自然と副交感神経が優位となるし、ゆったりとした鼻呼吸に切り替えるだけでも症状が軽減してくる、とのこと。 ADHD, ADDと副交感神経の関係もずいぶん明らかになってきているので、ますます呼吸のことが気になります。以上前回の補足でした。

RDI について短いことばでを紹介するのが意外と難しく、本はありませんかとよく言われます。あるんですが、肝心な新しいものが日本語に訳されていないのです。訳されているのは初期の基本概念と活動例について書かれた以下の２つです。

自閉症/アスペルガー症候群 RDI「対人関係発達指導法」―対人関係のパズルを解く発達支援プログラム

自閉症・アスペルガー症候群のRDIアクティビティ【子ども編】

日本の自閉症治療をリードしてきた先生方が訳してくださったようなのですが、訳語が難解でわかりにくい、とおっしゃる方が多いです。アクティビティについては RDI 自体が変化しており、参考にできるものがいくつかあるかな、という感じです。私がコンサルタントとなるトレーニングを受け始めた 2006 年にはアクティビティ中心ではなくなっていました。

そういうわけで、訳された本をてがかりに何かしようというのはあまりおすすめできません。通常、図書館で借りて読むのをオススメし、何か収穫があったか伺うなどしています。

その後の著書では「自閉症スペクトラム障害は変えられる」「どうやって？」が書かれています。ガイド役となる親／養育者との日々の関わりを通じて、です。実際にコンサルタントはちょっとしたやりとりで、おこさんの対人認知がどの段階にあるのかをチェックし、こんな風に接すると次の理解につながるのでは、という提案ができます。

たとえば、「あ、ボールがガッタンと落ちた」「ママはどう思ったかな？」とお子さんは相手の反応を知ろう／見ようとするでしょうか。これは２歳より手前のマイルストーンの１例です。いろんな場面で試してみてください。どうでしたか？見ようとしない？ではどうしたらよいでしょうか。「こっち見て」と言うのがよい、とは私は思いません。。。
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